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【はじめに】

明治41年竣工の鹿児島刑務所（写真ｌ）は，その建

設背景とともに国内唯一の石造刑務所建築として特筆

すべきものであった。

江戸末期に始まる西欧技術導入の波は建築技術にお

いても例外ではなかった。日本の近代建築は，当初有

力諸藩の軍事技術導入を目的とした殖産興業政策によ

って始まり，のちには明治政府下の工部省・工部大学

校を中心に行なわれることになる。

技術導入の初期における中心課題は，組積造建築技

術導入を主としていた。薩摩藩の殖産興業政策のもと

で建設された現在の尚古集成館（機械工場・慶応元

年・’865）（写真２）が，その最も古い実例のひとつ

であることはよく知られている。

しかしながら，世界有数の地震国であるわが国にお

いては，組積造建築は間もなく鉄骨構造・鉄筋コンク

リート構造にその主流の座を譲ることになる。日本の

鉄筋コンクリート構造の本格的建築は明治四四年

（1911）頃建設され，これを契機に組積造建築は急速

に姿を消すことになる。なかでも石造建築は，材料の

生産と加工技術の存在に大きく依存するため，現存す

る遺構が少な注')〈日本の近代建築技術史上極めて特

殊な存在となっている。
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写真l鹿児島刑務所

写真２尚古集成館

このような中，鹿児島県では煉瓦造建築をほとんど

認めず，既に挙げた尚古集成館（慶応元年・1865）を

はじめ紡績工場（慶応三年・1868)，県立博物館考古

資料館（明治一六年・’883）（写真３)，旧鹿児島郵便

局（明治一九年．１８８６．現存せず)，鹿児島郵船（明

治三八年．１９０５．現存せず)，ザビエル教会（明治四

十年．１９０７．現存せず）（写真４)，鹿児島刑務所（明

治四一年.1908．正門を除いて現存せず)，各地に残

る倉庫群等，石造建築物が多く建設されたことが知ら

れており，本県の近代建築技術史を述べる上で欠くこ

とができない。

写真３県立博物館考古資料館

石造建築の成立には豊富な石材を産することと同時

に加工技術の存在が不可欠である。慶長七年（1602）
になる鶴丸城築城，天保の改革に伴う甲突川の改修と

石橋群の架橋（写真５）・築港，鹿児島県に特有の麓

集落における武家屋敷の石垣などがその存在の証左と
なる。

この研究の対象である鹿児島刑務所は，国内唯一の

石造刑務所建築であり，規模が大きく石造建築技術史

上の末尾を飾るものであった。しかし，特殊な施設で

あったため建築としては一般に知られておらず，調査

も十分ではなかったが，昭和61年の移転・解体を契機
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として，建築物の調査研究に進展があった。

本報では，その成果をもとに，第１章で鹿児島刑務

所の建設過程と設計手法を，第２章で設計者の特定に

ついて報告する。

第一章鹿児島刑務所の建設過程と設計手法

【研究の経緯】

研究は昭和52年から断続的に行なってきた。昭和５２

年の調査は写真撮影と鹿児島刑務所所蔵図面の複写を

中心としたものであり，建築物自体についての実質的

な調査は不可能であった。昭和54年には，ようやく正

門と事務所および舎房の一部を中心とした実測調査を

許可きれたが，現に使用されている施設であることが

調査を困難なものとし，その成果2)の公表も保安上の

理由により制限された注2)。

昭和61年３月鹿児島刑務所の吉松町への移転が実施

され，敷地と建造物が鹿児島市の所有となったのを機

に，実測調査の許可を申請した。このとき既に，鹿児

島市は建物の解体を決めており，調査は解体工事まで

の限られた日時についてのみ許可された。しかし，そ

の後の交渉の過程で解体工事の期間を通じての立ち入

り調査を認められることとなり，１０月下旬までこれを

継続することができた注3)。

【沿革】

鹿児島刑務所の前身は，旧藩時代までさかのぼる。

旧藩の牢は，鹿児島郡郡元村（現在の鹿児島市郡元町

六十五番地）にあり，維新後明治十年（1877）まで続

いたが，西南戦争で焼失した。

明治十一年二月（1878）鹿児島滑川尻（現鹿児島市

小川町）に「鹿児島監獄署」を新築したが市街化と老

朽化のため，明治三十年，県費により移転先を鹿児島

郡伊敷村字永吉（現鹿児島市永吉町）に定めて敷地を

購入し，同三三年（1900）盛土工事を行い，同三四年

（1901）四月，五カ年計画で新築工事に着手した。途

中日露戦争の為，工期延長となり，ようやく明治四一

年（1908）三月竣工した。総工費292344円，工事に要

した人員は延べ約78万人であった。

この研究が対象とするものは，このときに建設され

た建築物である。この建物は竣工以来，昭和六一年三

月（1986）までの78年間にわたり，「鹿児島刑務

所注4)」として使用された。

建設の時点では，郊外に新しい環境を求めての移転

であったが，鹿児島市の都市化の進展に伴い，再び周
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囲は住宅地として市街化してきた。昭和四六年

（1971）改築再建計画が検討されたおり，鹿児島市は

当刑務所に対して移転を要望，昭和五十年鹿児島県姶

良郡吉永町が刑務所の誘致を申し出たことにより，同

五十四年移転が決定した。

移転が完了するのは，昭和六一年三月末のことであ

る。この時点をもって「鹿児島刑務所」としての建築

物の歴史は幕を閉じることとなる。

【建設の背景】

１．条約改正と国内問題

鹿児島刑務所建設の契機は幕末までさかのぼる。

「治外法権ヲ撤廃シテ条約国ノ国民ヲ我ガ法権二服

サセルタメニハ，欧米式ノ法典ヲ定メ，刑獄ノ制度ヲ

欧米風二改メナケレバナラナイ。故二刑法典ノ編纂’

監獄制度ノ改善ハ，条約改正ノ必須条件デアッタ。」

瀧川政治郎は，その著「日本刑政史3)」の中でこの
ように述べている。独立した近代法治国家として，外

国人を我が国の法律によって裁けないということは，

屈辱的であったに相違ない。不平等条約の改正には，

欧米諸国と同等の文化的近代国家であることを示す必

要があり，特に司法施設の速やかな改善は法治国家と

しての体面をたもつうえで重要な目標となった。

国内問題も，その基礎的条件をつくっていた。明治

六年（1873）には，懲役刑が全国的に採用されたこと

により，収容者数が増大し，加えて同十年の内戦によ

る国事犯の収容は，府県の地方監獄に過大な負担を強

いたからである4)。

２．監獄改築論の指導者達

監獄改築の世論形成には，監獄改築を説く理論的指

導者と，技術的指導者の登場が必要である。

小原重哉と小河滋次郎が，明治初年から三十年代に

かけての理論的指導者であったことは，すでに指摘さ

れている4)5)。

ここでは，監獄改築，特に鹿児島刑務所に関して重

要であると思われる点について述べる。

ｉ）小原重哉の監獄則と監獄図式

明治五年（1872）の「監獄則並びに同図式」は，明

治初年までの監獄改善に関する論議を集約的に理解す

るうえで重要なものである。

明治三年（1870)，囚獄権正・小原重哉は監獄制度

視察のためイギリスの植民地である香港・シンガポー

ルに派遣され，この時の体験をもとに「監獄則および

監獄図式」を立案し，明治五年（1872）布告第三百七

十八号として各府県に配布する。

その緒言には，

「獄トハ何ソ罪人ヲ禁鎖シテ之ヲ懲戒セシムル所以

ナリ｣，「獄ハ人ヲ仁愛スル所以ニシテ人ヲ残虐スル者

二非ス人ヲ懲戒スル所以ニシテ人ヲ痛苦スル者二非

ス」とあり，監獄則立案の基本理念を表明している。

構成は，七綱領からなり，「興造」を第一章とし，

全十二条にわたり，敷地の選定・規模・未決監・己決

監・浴場・運動場・病監にいたる建築法について細か

く述べたものである。

この中で，監獄の構造に触れ，「凡監獄ヲ構造スル

ニ・・・中略・・・大小ノ別アリト難モ皆石造ニスベ

シ」とあり，石材調達困難のときは「煉火石ヲ代用

ス」としていることは，鹿児島刑務所の建設につなが

る重要な事項である。

全国の監獄の近代化を目標としたこの監獄則は，中

央・地方の財政上の理由により，その実施が中止され

る。

しかし，明治七年（1874）鍛冶橋監獄，明治八年

（1875）北海道監獄，明治十一年（1878）熊本懲治

監・松江監獄署，明治十四年（1881）青森監獄署，明

治十二年（1877）東京・宮城の両集治監などの改築は，

石造でこそなかったが，この「監獄則」に準拠して行

われ，その理念は後世まで継承されてゆくことになる。

しかし，地方監獄の改築は，財政上の問題で，ほと

んどが木造であった。また，東京・宮城（明治十二

年・’979）の集治監などは，中央監獄設置の構想に基

づく，初の集治監であったが，ベルギーのルーヴァン

中央監獄を手本として，二人の警視補が設計したと言

われており，建築専門の技師による設計は後に待つ必

要があった。

明治二一年（1888）改築となる東京集治監は，例外

的に煉瓦および石材を使用した本格的なものである。

放射状の形態をもって，わが国建築界の一大異彩とさ

れ，明治二六年（1893）のシカゴ万国博覧会にその模

型を出品し，「最もよく設計造営したる建物」として

賞を獲得し，国際的評価を受けることになる。

この間，明治十四年（1881)，同二二年（1889）に

監獄則を改正し，本格的監獄改良時代へ向けての環境

が整えられていった。

明治二四年（1891）内務省技師妻木頼黄と，その翌

年警視庁入りする山下啓次郎の設計・監督によって，

警視庁監獄巣鴨支署（以下巣鴨監獄と記す）が起工さ

れ，同二八年（1895）完成する。この建物は，明治二
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直ちに妻木頼黄のもとで巣鴨監獄の工事に携わり，日

本の監獄建築建設の第一線に立つことになる。専門建

築技師を望んでいた監獄協会は，その雑誌で山下の着

任を報じており，期待の強さをうかがわせる。

山下は前掲文献9)において，小河の基本理念を踏み

ながら，技術者の立場から現実的方法論を展開する。

監獄改築について，

ａ）各所バラバラの方法でなく一定の方法に従っ

て行う必要がある

ｂ）舎房の構造は通路をはさんだ復房

ｃ）平面形式はＴ字型，扇型，十字型

。）建設費を考慮し，煉瓦造または木造の塗り家

とする

ｅ）通風暖房に注意すべし

ｆ）夜間分房制が良いと思う

ｇ）収容者の建設作業への使役と，その場合の処

遇の改善

等を主張している。

この考えは，明治二九年（1896）監獄建築仮準則に

結実する。

３．第一期監獄改築計画

監獄改良の全国的実現には，財政上の問題があった。

明治二四年（1891）から九回にわたり，監獄費国庫支

弁法案が上程され，明治三二年（1899）ようやく成立，

内務省は大蔵省との間で，監獄費標準予算の了解を得

て，第一期監獄改築計画を立案した。監獄事務が司法

省に移管される明治三三年（1900)，司法省はこの計

画を受け，明治三四年（1901）を初年度とする予算が

認められる。鹿児島刑務所は，この「第一期監獄計

画」によって建設されることになる。

第一期監獄改築計画は，東京鍛冶橋・千葉・奈良・

石川・長崎・鹿児島の六監獄の改・新築計画であった。

計画は，表－１の通り，明治三四年（1901）を初年度

とする五～六ケ年継続事業とし，司法省直営工事とし

て直ちに着工された。これらは後に五大（盟）監獄と

十年代初頭までの理論を実践した模範的監獄建築とし

て評価されている。

ii）小河滋次郎注5）
明治二一年（1884）大日本監獄協会の設立，同二二

年（1890）ゼーバッハの招請，同二四年司法大臣清浦

至吾による監獄貴国費支弁を求める意見書の貴衆両議

院への提出等で監獄改良事業に対する動きの隆盛ぶり

がうかがえる。

明治二十年代から三十年代にかけての理論的指導者

が，法学博士小河滋次郎である。

小河は，明治二七年（1894）「監獄学｣，同二八年

（1895）には「監獄構造法要論」を著し，欧州におけ

る分房制の理想をもとに，建築構造の細部にわたる在

り方を説く。

神奈川県典獄であった明治二八年（1895）三月パリ

で開催された第五回万国監獄会議（国際刑務会議）に

我が国から初めて出席，その足で欧州監獄事情を視察，

同三十年（1897）帰国後，明治三一年監獄局獄務課長

となり，実務家として最も強い影響力をもった。

帰国の年，小河は地方官会議の出席者を前に，帝国

ホテルで「獄制論一班」と題する講演6)を行っている。
この講演は，明治三四年にスタートする第一期監獄改

築計画をはじめとする監獄建築設計の基本的指針とな

った。

この中で，監獄則の理念を引き継ぎながら

ａ）改・新築の必要性

ｂ）一定の構造基準を定めること。

ｃ）巣鴨・東京集治監を批判して分房制を主張

。）工事の直営化

ｅ）煉瓦造建築にすべきこと

ｆ）敷地を広く求めること

ｇ）官舎を同時に建設すること

などを述べている。

iii）監獄建築の技術的指導者たち

この時期は建築界における監獄建築についての関心

も高く，下田菊太郎の「監獄建築改良案｣7)と題する
評論をはじめ，妻木頼黄の「巣鴨監獄新築説明書｣8）
および「同図｣，山下啓次郎の「獄舎改良の策如何｣9)，
「欧米監獄建築視察談｣'0)など明治末年までに約,5編
の記事が「建築雑誌｣'１)に掲載されている。妻木．山
下はまた大日本監獄協会の総会等において，「監獄建

築に就きて｣12)，「欧米獄舎建築談｣13)などを講演し，
監獄行政の現場との連携を推察することができる。

明治二五年（1892）警視庁入りする山下啓次郎は，

表－１第一期監獄改築計画

*臨時建築であった。＊実際は煉瓦造である。

150,000円

301,056円

300,000円

221,322円

150,000円

300,000円蕊詐誰ｉ
監獄署名

鍛冶橋監獄署

千葉解監獄署

長崎解監獄署

鹿児島癖監獄署

石川解監獄署

奈良厩監獄署

年
年
年
年
年
年

ケ
ケ
ケ
ケ
ケ
ケ

ニ
五
五
五
五
六



＊改築前を示す

*＊のちに雑居房として使用されたが昭和59年新拘置
所建設のため解体された

１１８

奈良監獄

県となっていた。明治も既に三十年とはいえ，政府官

僚の要職（特に司法・警察など）には，元老・松方正

義（総理）西郷従道（内相）をはじめとして，旧薩摩

藩士が数多く，鹿児島監獄選定の大きな圧力になった

と考えられる。

即ち，鹿児島県が明治政府内に持っていた政治的勢

力と，国際的知名度による効果によって選定されたと

結論づける。

呼ばれることになる。

図－１に，鍛冶橋・石川を除く４監獄の平面図を示

す。基本的に，放射状舎房配置を採り，最も規模の大

きい，千葉監獄だけが，これを二つ合わせた形状を持

つ。放射状舎房の基部に，庁舎を建設して監視所を置

き監理の便を考慮した配置となっている。鍛冶橋と石

川は木造であるが，千葉・奈良・長崎は煉瓦造，鹿児

島だけが石造となった。

４．選定の理由

しかしながら，鹿児島監獄が，他とならんで第一期

計画に選定された理由については必ずしも明らかでは

ない。朝倉京一はその著書4)のなかで，奈良県知事か
らの監獄費国庫支弁の要請にふれて，「他県からも同

様の要請があったであろう」としているが，鹿児島県

の記述はない。

鹿児島選定の理由は二つ考えられる。第一は，諸外

国への知名度である。

長崎はあえて言う必要もないほど国際的であり，同

様に奈良は日本の古都としてよく知られ，石川は幕藩

体制中最大規模の大藩で，金沢は三都につぐ大都市で

あり，千葉は首都東京のうけ皿として重要であったろ

う。

鹿児島も十分にその条件を満たしている。旧薩摩藩

は，生麦事件に端を発する薩英戦争と，パリ万国博に

単独で出展した薩摩国として，すでにその名を知られ

ていたからである。

当初，条約改正を目標とした監獄改良問題は，その

実績を世界に知らせる必要があり，良く知られている

都市においてこれを行うことは，重要な意味があった

と考えられるのである。

二つめは，明治政府の官僚構造である。

明治初年の鹿児島はある種の独立国の様相を呈して

いたといい，西南戦争後は，明治政府を支える重要な

【建築概要】

１．概要

図－２は，昭和54年現在の鹿児島刑務所の配置図で

ある。以下にそのおもな概要を記す。（表－２）

表－２諸元

長崎監獄鹿児島監獄

図－１五大監獄配置図

所在地

敷地面積

建築面積

収容力

鹿児島市永吉町1３

57,365㎡

11,864㎡

独居房８０

雑居房１１８

千葉監獄

727.98

3209.49

1246.71

(971.0f）
2432.14

390.78

726.26

312.29

894.00

501.101372.65

Ｎ
Ｎ
雨
慰
ぷ
ぷ
函
騨
圃
園
圃
料
可
面
回
顧
叱
祁
ｕ
、

鹿児島大学工学部研究報告第３０号（1988）

課湾

に

；
司直

■■■■
＝＝一

■■■



③

楊村・迫田：鹿児島刑務所の建設過程とその設計者に関する研究

呂仁｣了

よると，竣工を明治四十年三月の見込みであるとし，

「監獄配置全景」（写真６）と，「事務室表面」（写真

７）の写真二枚が掲載されている。

これによると庁舎をはじめ４棟の舎房，炊場棟，工

場等がほぼ建ち上がっているが，舎房のうち独居房北

棟と拘置監，並びに正門（表門）はまだその姿を見せ

ていない。記録によると，独居房北棟は明治四十年一

月竣工となっており，庁舎の竣工四十年三月より２ケ

月早くなっている。不都合に思えるが，写真が明治三

119

図－３建設年次

貝
、

三~）

批
器:囲
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２．建設年次

建設は，明治三四年（1902）四月起工から，同四一

年三月竣工までの七ケ年にわたるが，その構内建築物

の建設年次については明らかでなかった。

増満義孝氏注6)の調査による資料をもとに，構内各

建物の建築年次を図－３に示す。

これによると最も早く建設されるのは，官舎（明．

35.2）（木造平屋建）と外塀（明.35.3）であり，次

いで工場三棟（木造）が竣工する。石造建築のうち最

も早いものが独居房南棟で明治三六年三月である。

（後に述べるが，設計者と推定される山下啓次郎は，

欧米視察から明治三五年四月に帰国しており，独居房

南棟の竣工までには約一年の余裕があることがわか

る｡）

三七年三月に倉庫（石造）２棟（この間日露戦争が

勃発)，三八年三月に雑居房三棟，四十年一月に独居

房北棟，同三月庁舎，病監，炊場と工場（女囚)，八

月に女囚監，十月に拘置監が竣工する。独居房南棟の

建設から二年以上の歳月がかかっている。

明治三九年（1907）一月発行の「監獄協会雑誌」第

十九巻第一号巻頭の，「鹿児島監獄新築説明概要」に

一－9

認|感lolll⑦iｓ
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巳

図－２配置図
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写真６「監獄配置全景」

写真７１~事務室表面」

九年一月より早い時期に撮影きれていることは明らか

であることから，直ちに不合理とはいえない。写真撮

影の時点では，庁舎の躯体は建ち上がっているものの，

正面写真では窓枠が見られない。内装等に舎房より時

間がかかり，完成に時間を要したと考えれば，この時

点で姿のない独居房北棟が，庁舎竣工の二ケ月前まで

に竣工すると考えるのは不可能でない。

図－３によると「表門」の竣工は，最もおそい明治

四一年三月の竣工となっている。鹿児島監獄は竣工明

治四一年三月と記録されており，「表門」竣工が，同

時に鹿児島監獄の竣工を指し示すことと最後に建設さ

れたという事に，門の意味論的重要性がうかがえて興

味深い。

３．配置計画と平面形式

鹿児島刑務所は，鹿児島市の中心を流れる甲突川に

面した右岸にその敷地を定める。対岸は城下町の外縁

部であり，敷地の周囲は当時水田で，人家はまばらで

あった。甲突川は刑務所と城下を隔てており，明治三

九年架橋の鶴尾橋が両岸を繋ぐ象徴的な橋となってい

る。

橋をわたると正面に威厳をたたえた正面が見える。

正面の左右から敷地全体を囲む石塀（高さ4.5ｍ）が

続き外界とを隔てる。正門前左右には木造官舎があり，

緊急の事態に備えている。

左右に塔を備えた正門をはいると中庭の奥に庁舎の

正面が見える。中庭をはきんで北側と南側は，拘置監

と女囚監がそれぞれ囲塀に囲まれて配置されていた。

庁舎はＴ字型をしており正面が短い。正面の左右か

ら，己決囚を収容する敷地を画するように左右に内塀

が延びている。一般人は通常この中にはいれない。

庁舎の長手奥は，５本の舎房を繋ぐ中央看守所とな

っている。文字通り，ここからは５本の舎房通路が一

望に見わたせる。（図－４）1829年（文政12）にペン

シルバニア州フィラデルフィアの連邦東部監獄（図一

５）で実現されたペンシルバニア．スタイル注7)とよ

グ

ワク

、

、

「

０

「
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図－４舎房配置平面図

ー
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図･--５フィラデルフィア監獄平面図
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ものである」と紹介している。

放射状に伸びた舎房３棟に続き，更衣所と工場が建

設され，舎房から外に出ることなく行動できるよう合

理的に配置されている。

５本の舎房にはさまれた庭は，当然三角型をなして

おり，ここで見る建物の景観は，パースペクティブの

強調された特異な空間を形成している。（写真８）

４．舎房

鹿児島刑務所の舎房は２種類ある。雑居房と独居房

である。５棟の舎房のうち中央の３棟が雑居房で両翼

の２棟が独居房である。（図－７．８）舎房自体の設

計は，収容方式と最も関係が深い。

当時の議論のうち．大きな問題の一つが収容方式で

ばれる平面形式を採用している。この方式は，既に日

本でも取り入れられつつあった。鹿児島刑務所の設計

に重要な役割を果たしたと考えられる山下啓次郎は，

明治三四年（1901）の欧米渡航後，日本建築学会と監

獄協会での講演で，この方式によるベルギーのサン・

ジール監獄（図－６）を例として，「最もよく出来た

ト
ー
‐
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、

図－７雑居房実測平面図
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図－８独居房実測平面図
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もあった。収容方式は，概ね３種ある。完全分房制と，

夜間分房制，雑居房制である。雑居房制については，

旧来の牢と基本的に変わりなく，収容者にとってその

弊害の大きいことが指摘され，雑居房制をとった巣鴨

監獄などは，小河滋次郎に批判され6)，今後の方式と

しては好ましくないとされたが，経済的理由で，完全

に無くなることはなかった。

完全分房制は，昼夜を問わず，収容者を一人で生活

させるもので，他の収容者と会わせない方式である。

これは，実際ヨーロッパで一時期実施されていたが，

収容者に与える精神的苦痛が大きく，また管理上に多

数の人員を要し，建設費もかかることにより，採用に

、
〈、

、
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夜間分房制は，両者の中間的存在で，昼間は集団で

作業等を行い，夜間にのみ個室で就寝するというもの

だが，管理は容易になるものの建設費についてはあま

り減ずる事ができず，結局完全な夜間分房制の採用も

果していない。（オーバルン方式注8)とも言い，山下な
どはこの方式が適当であると述べている｡）

完全分房制と夜間分房制は，形態上は独居房となる。

鹿児島刑務所においては，夜間分房制と雑居制を併用

し，雑居房118室に対し独居房が80室設計されており，

収容者の程度に応じた使い方をするように考えられ，

建築費についても比較的低減することができた。

岸一一一一

ル'ﾘＩＷｌＷＷ'|冊

Iま至らなかった。

夜間分房制は，両者の中間的存在で，
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図－９独居房実測立面図
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平面形式は，中央看守所から伸びる通路をはさみ舎

房を並べて設置させる複房式である。大きさは，雑居

房が幅2.7ｍ奥行3.3ｍ，独居房が幅1.8ｍ奥行2.7ｍ，

天井高はどちらも３．３ｍである。巣鴨監獄は，大きさ

が２種類あり，幅3.3ｍ奥行3.9ｍと幅2.4ｍ奥行3.9ｍ，

天井高は4.8ｍである。いずれも，雑居房として使用

し，鹿児島監獄よりひと廻り大きい。

舎房棟は，石造平屋・対束小屋組瓦葺きで，越屋根

が付く。（図－９）妻側壁の上部には装飾的張り出し

があり，雨樋の両端を埋め込むように処理してある。

内外壁ともに施工精度がよく，肉眼では表面の狂いが

認識できなかった。通路床は33cm角，厚さ18cm内外の

石を斜め格子状に敷く。５０ｍ以上の通路両端において

毛

1００２００

１叫君ｎｉ

延叫

迄妻墓迄妻墓寺f二三
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ｆ
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尋

敷石の目地の位置はほとんど狂いがなく，精度の高さ

を示していた。

構造（図-10）は，内外壁ともに石壁で，天井は

12cmの角材を12cm間隔に並べ板を打ち，床は同様の間
メカスガイ

隔で12cm内ﾀﾄの丸太の上に板を目鑓でとめる。（写真

9）外壁には室内床上30cmに導くように３つの換気口

を斜めにあけ，通路側扉上にあけた２つの換気口から

通路内に出し，上部越屋根のルーバーの開閉によって

これを戸外に排出するように設計してある。ルーバー

は通路側壁に埋め込まれた開閉装置（写真10）により

開閉した。床下にあたる外壁の部分には，便槽の取り

出し口（写真11）があり，室内を通らずにこれを処理

するように工夫されている。洗面器は花両岩でつくり

⑰
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図－１０舎房実測断面図



1２４ 鹿児島大学工学部研究報告第３０号（1988）

誰毒舌苗

誇押□ざ'.了

鳴零鯵･導謬＃"・瀞
鞠,H,,

4髄l鞠法制-
:鴬;．『＄
凸l芋－１１１

写 真９目鎚

ユｉ鍵義則錘率…識p4毒室

蕊
』

頃間

‘､藍燕#噂

品舗I甜

蕊議蕊毒〃
韓

写真１０開閉装置

蕊識．騒灘識:が鼻湯識蕊議識i蝿蕊亨

蕊
鴎毛嘩串品､

簿蕊蝋驚

写真１１便槽取り出し口

室の隅に埋め込んである。

内壁は白漆喰仕上げで，巾木は断面と入り隅が曲面

に仕上げてあり（サニタリー・コーナー)，文献10)に

あるパリのフレンヌ監獄の室内図の説明と符合する。

５．庁舎

庁舎は石造２階建てで木造洋小屋組瓦葺きである。

１階には事務関係諸室があり，２階には所長室・会議

室等と講堂（以前は教諒堂）がある。（図-11,12,

13）

この建物は，事務部門と，刑務部門とにまたがって

おり，残された図面（図-14）と写真によると建設当

初は，中央看守所２階の教諒堂と，正面２階部分はそ

れぞれ別に建ち上げており，連続していない。前掲写

真６によれば，中央看守所上の教誇堂が塔のように見

え特異な景観を呈している。その後２階の不連続部を，

木造モルタル造で連結するように増築しており，当初

の姿を失っていたが昭和60年12月の失火により，この

部分の屋根と壁は崩れ落ち，従前の姿を再現した。

（図－１５，１６）

第一期監獄改築計画で，同時に建設される千葉刑務

所の庁舎正面の立面図（図-17）と写真12を示す。全

体の構成はよく似かよっているが，千葉は左右２室分

長い。千葉・奈良（写真13）・長崎（写真14）は，尖

り屋根の扱いに違いがある程度でデザインの基調は同

じである。鹿児島はこれらとは違い質実な表現であり

石の建物にふさわしい。（写真15）

堀勇良氏は，「刑務所建築は，その施設の特殊性の

故に高い壁塀によって囲続されることになるので，建

物としての表現は，外囲塀に穿たれた正門と，正門か

ら窺われる庁舎にそのデザインが集中される'4)｡」と
述べている。

庁舎のデザインは，鹿児島刑務所が石造りであるこ

とからか，バットレス，ピナクル，トレサリー，ポイ

ンテッドアーチなどゴシック建築に用いられる細部意

匠が多用され，本格的建築教育を受けた人物の設計を

示唆する。

刑務所建築の用は，罪人を収容して懲戒し，人間と

して社会に送り返すことにあり，そのためだけを考え

れば，庁舎や門などのデザインは二の次と考えられて

おかしくない。

しかしながらこの種の建築の表現は，外界に対して

は相当の威厳を保つ必要もあり，一般の目に触れるこ

とは多くないこともあってか，ひかえ目ながらかなり

自由な様式主義的表現ができたものであろう。
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図－１１庁舎１階平面図
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写真１２千葉刑務所庁舎
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写真１３奈良刑務所庁舎

写真１４長崎刑務所庁舎

写真ｌ５鹿児島刑務所庁舎

６．正門（表門）

鹿児島刑務所の建築としての表現の真骨頂が２階建

ての正門にあらわれている。（写真16）（図-28）

写真１６鹿児島刑務所正門

写真１７遊就館

写真１８サンジール監獄正門

頭がわずかに尖り，深いモールディングのほどこさ

れたアーチを中心として，上にはゴシック風のバラ窓

を配し，左右に八角形の塔を従えている。塔上は，（
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図－１８庁舎東立面図
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１

写真1９フィラデルフィア東部監獄正門

者の方が整然としており，内法寸法を重視していると

予想できる。

ここでは，基本となる室の内法寸法と外壁材の寸法

の実測値から，舎房についての設計原理を推定する。

ｌ）舎房の内法寸法は，前掲したように

トルメントを設け，彫りの深いマチコレーションがこ

れを支え，中世の城郭的風情さえ感じさせる。左側の

塔内には，勾配の強い螺旋階段があり，２階からは表

裏二面のバラ窓を通して鶴尾橋と庁舎が望める。

表側壁面は，強いコブ出し仕上げで，日本にその類

例を見ない。

全体の印象による類例を国内外に求めれば，国内で

は，遊就館（明治十四年）（写真１７)，国外ではベル

ギーのサン・ジール監獄（写真18)，フィラデルフィ

ア東部監獄の門（写真19）がこれに近い。遊就館は東

京九段にあり，よく知られていたことは予想でき，国

外の２監獄については，山下啓次郎が渡欧の際，ここ

を訪れたことを述べており，前者は「良くできてい

る」とし，後者は，鹿児島刑務所の祖形とも言えるペ

ンシルバニア・スタイルの発祥の地であることに，深

い関係を感じざるを得ない。

７．寸法体系と設計手法

この時代の建築が，どのような寸法を用いて設計さ

れていたかは，大いに興味のあることである。

刑務所建築にかかわる資料には，メートル法，尺貫

法，ヤード・ポンド法を示す言葉が散見し，言葉の上

からは，どれとも断定しがたい。

寸法体系の推定には，実際の建物の寸法がどのよう

な基準で決まったかを検討することが最も説得力があ

る。

このとき，考慮すべき問題は，設計が芯々法か，内

法寸法によるものかに注意することである。

図-19は，昭和52年に入手した古図面のうち，拘置

監の平面図である注9)。これをみると全体の寸法設計

は，内法寸法と芯々寸法の両方が書かれているが，前

間 正

卜…匡r二

幅員

幅員

1２９

尺
尺
９
ｕ

独居房

雑居房

１．８２ｍ

２．７２ｍ

尺
尺
６
９

2.7ｍ

3.3ｍ

奥行

奥行

幅員

幅員

独居房

雑居房

奥行

奥行

となっている。

これは，ほぼ尺貫法により設定された寸法と考えて

よい。即ち，
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ここにまとめて報告しておく。

１）施工

ｉ）「常傭石工」の存在

工事は，司法省直営工事であり，その建設には「囚

人をしてこれにあたらせ」るとし，巷間伝えるところ

は，この建設が，すべて囚人によって行われたとする

ものであった。

しかし，工事の規模や，高度な石の加工技術を要す

るところから，全ての工事を囚人の技能と労働に依存

することに疑問を表明する向きもあった。又，古老に

よると「表門」前の鶴尾橋建設（Ｍ､39）には，笠を

かぶった囚人に混ざって一般の職工が存在したと伝え

ていたが，確証はなかった。

昭和61年解体の工事中，官舎の襖の下貼りに多数の

工事関係書類を発見した注'0)。この中には明治三六年

中の定傭職人の半月ごとの給料請求書（図－２'）がみ

られ，徳永直次郎以下，一六名におよぶ石工職の名を

認めることができた。職名は「常傭石工」となってお

り，囚人外の石工が，鹿児島監獄建設工事に雇用され

たことが判明した。

これら書類の中には「囚人石工」という表現も見ら

れ，石工の職能を持った囚人が多数存在したことも確

認できる。

ｉｉ）石材・セメント等

この資料には，建築材料の購入に関する書類も数多

い。

鹿児島監獄建設に使用された石材は，すでに「鹿児

島小野村」に産する石材であると伝えられ，小野町肥

田の山中に「鹿児島監獄」と刻銘（Ｍ､３８．５．３）さ

れた石碑を認め，「石山を買った」との伝承を裏付け

ていた。入手資料には石材の注文，入札に関するもの

となり，図-19の数字は尺を表わすと言える。

2）舎房の実測による壁材の寸法は３種である。これ

を厚さについてまとめると，

北棟

南棟

外壁は，誤差を考えるとほぼ1.5尺，内壁は仕上げの

状態で測定したことを考えて1.25尺，隔壁は同様に約

１尺と仮定する。

３）一方，桁行きの外形寸法は，

ｉ）独居房舎の場合

§外壁

内壁

隔壁

455.0mm/303.03mm＝1.50165尺

380.0mm/303.03mm＝1.25400尺

327.2mm/303.03mm＝1.0798尺

(通路側）

(計算による）
認

２×1.5尺十24×1.0尺十25×６尺＝１７７

２×１．５＋１４×１．０＋１５×６＝107

２×１．５＋１９×１．０＋２０×９＝202

２×１．５＋１８×１．０＋１９×９＝192

ii）雑居房舎の場合

図－２０舎房平面設計概念図（数字は尺）

となり３）で求めた値と一致する。

即ち拘置監と同様，尺により内法寸法を基準に設計

されたと考えてよい。（図-20）

５）石材の高さは，272mmで約９寸（0.8976）を基本

としており舎房内部寸法から0.9尺×12段×303.03＝

3272となり３mm以下の誤差でほぼ一致する。（図－１０

参照）

即ち高さは0.9尺を基本に目地巾なしで設計してい

ると考えられる。

以上から鹿児島刑務所舎房は，内法寸法を基本とし

て尺を用いた設計であると断定できる。

８．解体工事にみる施工法等

解体工事中に，新しい知見をいくつか得た。

１
２
１
２

－
房
一
房
一
房
一
房

居
居
居
居

独
独
雑
雑

外形寸法は，0.14／177以下の精度で，それぞれ，

177尺，１０７尺，202尺，192尺と考えてよい。

４）内法と壁厚の仮定値から，これを総合して計算す

ると

外壁厚隔壁厚幅員

53,680mm/303.03mm＝177.141尺

32,450mm/303.03mm＝107.085尺

北西棟・西南棟61,210mm/303.03mm＝201.993尺

中央棟58,210mm/303.03mm＝192.093尺



１３１

があり（図-22)，いずれも小野産石材であることを

明記しており，時により業者を通して購入した場合も

あることを証明する。

その他，風化・安定性などの材料試験の後これに合

格したものを購入する旨の詳細な注意書きの付いた

300樽，１２万ポンド（54432k9）に及ぶセメントの注文

書の写し（図-23）や，他監獄との材料調達の相互協

力を証明するに足る長崎監獄あての見積書（図-24）

などもみられ，興味深い。

iii）外壁の石材の上端に加工者と思われる人物名が，

石１箇につき２名墨書してあるものを10例程確認した。
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（写真20）しかし，入手した「常傭石工」書類の中に

同姓のものを一名しか確認できなかった。

２）基礎

ｉ）舎房通路下には，厚さ約30cmに及ぶコンクリー

ト（通路敷石のための地業と考えられる）が，一面に

施されていた。（写真21）

ｉｉ）庁舎の基礎では地業コンクリートベタ基礎（前
いかだくい

掲と同様）の下Iこ，筏杭を確認した。（写真22）松と

思える木材を隙間なく横に並べ，数本ずつをボルトで

連結している。入手した図面上は，壁線下に布基礎と
いかだくい

打ち込み杭を確認できﾉるが，筏杭の表現はない。

庁舎が２階建てであり，この地がもともと低地の上

に盛土をして建設したことから，慎重を期しての構法

と考えられる。

iii）石の床束

舎房と拘置監の床下には，石材の束を使用している

ことも判明した。湿地であったための予防策であろう

と考えられる。

写真２０石材墨書

写真２１コンクリート地業

写真２２筏杭

第二章司法技師．山下啓次郎

【研究の経緯】

昭和54年以前，鹿児島刑務所の設計者はフランス人

あるいはドイツ人によるものではないかと考えられて

いた。その根拠は主として建築の細部意匠の検討によ

るもので，石造建築においては希少な様式主義建築の

本格的ディテールを持っていることを論拠とするもの

であった。西欧の様式主義建築を学んだものでなけれ

ば不可能な，ゴシック建築に用いられるデザインが豊

富に施されていたからである。しかし，当時はこれを

裏付ける有力な資料がえられず，推定は漠然とした憶

測の域を出なかった。

昭和54年の研究2)により，その設計者は司法省技
師．山下啓次郎（写真23）を中心とする司法省営繕組

f簿．'綴鍵篭蕊蕊琵麗謬斡葦

写真２３司法技師．山下啓次郎
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織であると考えられ，山下については重要な関与が指

摘された。

その主な根拠は，山下が早くかぢ巣鴨監獄の建設に

携わり，第一期監獄改築計画，特に奈良刑務所の建設

に際し営繕課長の名で奈良県知事に宛てた手紙を資料

（図-25）として，その計画推進と設計に重要な役割

を果たしたと推定したからである。

これより先，三輪甫は雑誌「公共建築'5)」のなかで
山下について「当時各県からの委嘱により，千葉，鹿

児島奈良その他の監獄の設計にあたっている｡」と

述べると同時に，明治30年代以後の設計の変化につい

て，「以後の明治末，大正および昭和初年代の庁舎は，

司法省営繕課またはのちに会計課の名前で一括されて

おり・・・中略・・・山下啓次郎以下当時のスタッフ

の連名になっている。このことは官庁営繕の設計体質

変化を物語るものであろう｡」として集団設計の成果

を示唆している。

司法省営繕課という技術者集団のなかにあって，山

下本人が実際の設計にどのように関わっていたかは不

明であった。

ここでは，山下啓次郎の経歴に関する新しい資料を

もとに，鹿児島刑務所との関わりを明らかにする。

【資料】

中心となる資料は，山下啓輔氏（山下啓次郎の次

男）所有の「履歴控」である。（図-26）にその一部

を示す。この記録は自筆のものであると伝えられ，明

治25年８月より大正14年に至るまでの官歴・出張記

録・叙勲等とともに俸給・賞与・設計料等の収入メモ

が記されており，昭和61年８月にその存在を確認した

ものである注'１)。

表－３は，これを要約して整理したものである。

、

|洞

：

一
一
１
１
０
‐
‐
‐
１
１
１
１

重
諺
ケ
ー
嵯
一
彪
一
な
〃
少
を
グ
ー
戒
一

二
晶
鯵
プ
レ
搾
り
件
砿
吻
段
垂
一

一
一
‐
，
‐
ｌ
に
ロ
リ
イ
ー
ワ

一
ｒ 一
一
二
屍
停
昨
賜

『
口
熱
引
即
制

Ｉ

‐
：
ｉ
ｉ
，
Ｉ

ざ
Ｉ
．
Ｉ
．

揚村・迫田：鹿児島刑務所の建設過程とその設計者に関する研究

唖
墾
吋
眺
幽
届
劉
銀
珂
刷
圃
畑
叶
い
富
一
・
歳
部
侭
州

笈
典
哩
誤
汁
‐
ナ
ワ
些
怒
紗
響
了
す
〈
ん
以
・
７
千
斗

鯉ヴ

催

叩
唯
ふ
脅
土
リ
イ
ワ

|謂麺
1鵬即Ｉ

図－２６「履歴控」図－２５奈良県知事宛文書

「
荊
扉
小
わ

'零告

蘭
ｌ
‐
Ｉ

：
胆
‐
’

三
一
↑
藍
千
六
Ｈ
ｒ
症
ｒ
唾
・
日

，
一
Ⅲ

｜｜

掴
戯
除
博
時
賑
牒
隙
１
１

一
一
該
癒
勢
孝
哲
な
噸
穆
肝

曲
姥
沈
″
罷
阿
ぞ
月
イ
ン
ね
”
一

徹
箪
維
矛
津
オ
物
鰯
シ
ァ
・
う
艇
一

〃

７
．
１
１
。

；
鶴



(
注
：
数
字
は
円
・
●
と
○
は
編
年
で
記
載
・
◎
は
文
書
後
半
に
ま
と
め
て
記
載
）

表
－
３
山
下
啓
次
郎
履
歴
控
（
要
約
）

］ い ↑

５ ６ ７ ８ ９２ ２ ２ ２ ２

●
Ｍ

１０

Ｎ Ｊ

謁 詞 加 汁 抑 Ｈ 椛 嬰 翠 器 熱 咋

伽

紬 岩 叩 （ ご 認 ）

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６１ １ １ １ ●
Ｓ

９

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６３ ３ ４ ４ ４ ４ ４ １ １ １ １ １● ●

Ｔ Ｓ

５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４２ ２ ２ ２ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ４ ４ ４ ４ ４●
Ｍ Ｔ
，
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

官
歴

出
張
記
録

設
計
報
酬
等

司
法
関
係
主
要
建
築

●
帝
大
造
家
学
科
卒
●
警
視
歴
雇
員

●
警
視
廃
技
師

●
警
視
廃
及
監
獄
署
建
築
調
査
委
員
●
警
１

●
司
法
技
師
（
大
臣
官
房
会
計
課
）

●
内
務
技
師
兼
任
（
監
獄
局
）

●
免
兼
任
●
司
法
省
総
務
局
営
繕
課
長

●
休
職
●
奈
良
県
嘱
託

●
欧
米
派
遣
-
-
‐
‐
-
-
-
‐
-
-
-
-
一
一
一
一
一
一
一

●
（
４
月
）
復
職
●
奈
良
県
嘱
託
を
解
く

●
大
臣
官
房
営
繕
課
長

●
東
京
大
林
区
署
磨
舎
設
計
監
督

●
松
江
税
務
監
督
局
設
計
嘱
託
（
大
蔵
）

↑
勧
業
模
範
場
設
計
嘱
託
（
総
督
府
）

●
課
長
心
得
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

●
営
繕
工
事
事
務
嘱
託
（
衆
議
院
）

●
静
岡
伊
豆

●
静
岡
・
巣
鴨

見
廃
舎
移
転
選
定
委
員

●
香
川

●
浦
和
・
横
浜
・
越
谷
・
台
湾
・
鹿
児
島

熊
本
・
京
都
・
小
倉

●
大
阪
・
宮
城
・
千
葉
↓
鹿
児
島
・
小
倉

●
名
古
屋
・
奈
良
・
神
戸
・
福
岡
・
長
崎

●
奈
良
・
福
井
・
石
川
・
富
山
・
新
潟

秋
田
・
青
森
・
北
海
道
・
山
形
・
千
葉

●
大
阪
・
神
戸
・
松
山
・
宮
崎
・
鹿
児
島

長
崎
・
福
岡
・
佐
賀
・
山
口
・
岐
阜

●
水
戸
・
麻
生
・
神
戸
・
大
津
・
大
阪

-
-
-
↑
京
都
・
舞
鶴
・
横
浜
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

◎ ◎
東
京
中
学
校
3
0
0
,
銀
杯

◎
埼
玉
熊
谷
監
獄
4
5
0
◎
毛
利
邸
7
５

◎
千
葉
監
獄
2
5
0

◎
奈
良
監
獄
3
0
0
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
‐

◎
鹿
児
島
監
獄
4
5
0

◎
香
川
監
獄
2
0
0

◎
赤
十
字
社
浦
和
4
1
7

◎
法
曹
会
事
務
所
2
0
,
3
0
0

◎
島
津
奨
学
寄
宿
舎
5
０

◎
小
笠
原
伯
爵
1
5
0

◎
小
笠
原
伯
爵
3
0
0
．
有
栖
川
家
別
邸
５
０
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

↑
◎
貴
院
修
繕
5
0
．
内
閣
修
繕
4
0
0
．
建
築
学
会
5
０

△
司
法
省
（
エ
ン
デ
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
）

△
大
審
院
（
エ
ン
デ
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
）

口
監
獄
費
国
庫
支
弁
法
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・

△
大
阪
控
訴
院
Ｉ
（
河
合
浩
蔵
）

口
監
獄
改
築
計
画
予
算
成
立

■
第
一
期
監
獄
改
築
計
画
着
工

△
神
戸
地
裁
（
河
合
浩
蔵
）

△
千
葉
・
長
崎
監
獄

-
▲
奈
良
・
鹿
児
島
監
獄
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・

△
熊
本
・
金
沢
地
裁

●
大
臣
官
房
会
計
課
詰

●
営
繕
工
事
監
督
嘱
託

●
内
閣
会
計
課
臨
時
事
務
嘱
託
（
内
閣
）

●
国
立
感
化
院
設
計
依
託
●
議
院
建
築
調
査
委
員

●
臨
時
議
院
建
築
局
常
務
顧
問

’
●
東
京
区
裁
工
事
主
任
●
議
院
建
築
意
匠
設
計
審
査

●行刑
制度調
査類●
雅資料
調〒

↓
○
市
来
氏
2
0
0
○
宮
ノ
原
氏
1
0
0

○
長
崎
県
庁
1
1
0
0
○
岡
山
県
庁
1
0
0
0

○
長
崎
県
庁
2
0
0
○
小
笠
原
伯
爵
2
5
,
5
0

○
島
津
男
爵
2
5
同
公
爵
2
5
,
2
0
0
銀
茶
器
↓
○
川
崎
芳
太
郎
2
0
0

○
川
崎
男
爵
1
0
0
,
5
0
銀
匙
○
東
京
控
訴
院
5
0
○
西
男
爵
2
５

○
大
阪
控
訴
院
1
5
0
○
川
崎
芳
太
郎
1
5
0
0

↑
○
島
津
公
爵
3
5
0
0

○
島
津
編
輯
所
1
0
0
0
○
寺
崎
伯
爵
2
5
0
○
日
本
大
学
3
0
0

↑
○
磯
集
成
館
1
5
0
0
○
法
制
大
学
2
0
0

○
法
制
大
学
5
0
0

○
法
制
大
学
5
0
0

○
法
制
大
学
5
0
0

○
法
制
大
学
6
0
0
○
弁
護
士
会
3
0
0

○
法
制
大
学
2
0
0
○
岩
崎
氏
5
0
0
○
法
曹
会
1
0
0
’△
大
阪
控
訴
院
Ⅱ
（
山
下
）

△
東
京
区
裁
（
山
下
・
後
藤
・
久
田
）

△
京
都
地
裁

△
名
古
屋
控
訴
院

△
宮
城
控
訴
院

●
建
築
委
員
会
委
員

●
依
願
免
官
賞
与
6
5
0
0
円

●
２
月
６
日
没

△
札
幌
控
訴
院

△
豊
多
摩
監
獄
（
横
浜
・
後
藤
・
久
田
）

△
小
菅
刑
務
所
（
蒲
原
重
美
）



楊村・迫田：鹿児島刑務所の建設過程とその設計者に関する研究 135

【出生】

山下啓次郎は，薩摩藩士山下房親の次男として慶応

三年（1867）鹿児島群西田村（現鹿児島市西田町）に

生まれている。父は，戊辰戦役を経て東京警視塵の大

警部を務め，西南戦争では政府軍の参謀として従軍し

て片足切断の重傷を負い，のちに鍛冶橋監獄の典獄を

最後に明治三三年（1900）官歴をおえる１６)。

啓次郎は，西南の役を目前にした明治九年（1876)，

満十歳のとき母寿賀子とともに上京する。

【学歴】

上京ののち若松塾・三田英語学校を経て，明治十六

年（1883）大学予備門に入学，同二二年（1889）第一

高等学校工科を卒業と同時に東京帝国大学造家学科に

入学，辰野金吾に師事し，明治二五年（1892）に卒業

している17)18)。同期に伊藤忠太がいる。

【職歴】

「履歴控」によれば，明治二五年（1892）八月警視

鱈雇員となり，同日直ちに巣鴨監獄建築掛を命ぜられ

る。

山下が警視庁に職を求めた背景には，父房親の影響

があったであろうことは，薩摩藩士の子弟教育と明治

政府における力注'2)とを考えれば容易に推察できる。

官歴によると，翌二六年警視鱒技師に任命され内務

省において監獄建築事務委員を務め，明治三十年五月

司法技師，翌三一年内務技師を兼任，明治三三年七月

司法省営繕課長となり，明治三四年七月休職までその

職にある。

【出張記録】

「履歴控」に記された出張記録は，明治三七年を最

後にしてそれ以後の記載はない。ここで特徴的なのは，

明治三二年から同三七年までの出張が極めて多いこと

である。

明治二五年から同三二年までの七年間には，静岡県

（明25.9．明25.6）・巣鴨監獄（明26.6）・香川

県（明30.3）を記すのみで，以後とは際立った対照

をみせる。

山下は，明治二七年に日本建築学会で「獄舎改良の

策如何｣9)と題して講演し，すでに我が国の監獄建築
に関する第一人者として認められつつあり，「獄舎建

築」のあり方について，師辰野金吾や，横河民輔らの

質問に答えている。

明治三二年から明治三四年休職までの二年間に，浦

和地方裁判所（以下地裁と略す）・越ケ谷区裁判所

（明32.3）（以下区裁と略す)，横浜地裁（明32.5)，

台湾総督府・鹿児島・熊本・京都各地裁・小倉区裁

（明32.7)，大阪控訴院（明33.2)，宮城控訴院・千

葉県（明33.8)，名古屋控訴院・奈良・神戸・福岡・

長崎・愛知・鹿児島各県と各地裁・小倉区裁（明３４．

２)，福岡・山口地裁（明34.3）等へあわただしく出

張している。

【欧米視察】

明治三四年六月十日には奈良県に出張し，同七月十

一日司法省命により休職，翌日付けで奈良県から監獄

工事監督を嘱託されると同時に，同県より監獄建築設

計調査のため欧米派遣を命じられ渡欧している。（図

-25）渡航先は，欧米八ケ国，約三十の監獄を視察し

たと述べている。視察先のすべてについて明らかでは

ないが，文献中の監獄名を挙げれば，以下の様になる。

セントステファアノ（イタリア)，フレンヌ（パ

リ・フランス)，メーゾン・セントラル（フランス)，

ラ・サンテー（パリ・フランス)，ウォルムウードス

クラブ（イギリス)，サン・ジール（ベルギー)，連邦

監獄（ワシントン・米)，ボルチモア（メリーランド

州・米)，フィラデルフィア東部監獄（ペンシルバニ

ア州・米）ツーム（ニューヨーク州・米)，ペントン

ビル（イギリス）

文献９）は渡欧前の講演であるがこの中で紹介され

たものを同様に挙げると，

ブリュッセル（ベルギー)，ルーバン（フランス)，

プレッスンゼー（ドイツ)，ベゾン（フランス)，ドー

バー（イギリス)，メードストン（イギリス)，ヨーク

（イギリス)，ジングシング（アメリカ）・ミルバン

ク・ケント（イギリス）

などが触れられている。

この中で特に，フレンヌ，ラ・サンテー，サン・

ジール，ワシントンの連邦監獄，フィラデルフィア東

部監獄等については詳しく述べている。

資料（図-25）（明34.6.14付）は，山下から奈良

県知事に宛てた手紙である。これによると，第一項に，

「・・・三十五年度以降二係ル設計及起エノ順序ハ其

都度決定可相成筈二候｣，第三項に「本年度所属工事

二封スル図面ハ別紙ノ通り定メラレ候」とある。即ち，

改築計画は存在するものの，設計図があるのは三四年

度だけで，以後は逐時年度ごとに作成するように受け
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良・千葉・石川・長崎・鹿児島各監獄の細部実施設計

と監督・調整，及び次期計画への動きとして理解でき

る。

取れる。

第一期監獄改築計画が，明治三四年着工になること

を考慮すると，この時期の山下の活動は，各地との折

衝・調整と第一期監獄改築計画に係る基本設計の一応

の終了を意味すると考えてよいであろう。

（しかし，監獄建築設計調査のための欧米派遣が，

司法省でなく奈良県によって行われたことが何を意味

するのかは，今後の検討課題となった｡）

山下は翌三五年四月に帰朝，同月奈良県嘱託を解か

れて営繕課長に復職し，七月に奈良・福井・石川・富

山・新潟・秋田・青森の各県と北海道塵，九月山形県，

十一月千葉県監獄署，明治三六年五月には大阪・神

戸・松山・宮崎・鹿児島・長崎・福岡・佐賀の各地裁

と，大阪・神戸・松山・宮崎・鹿児島・長崎・福岡・

三池・下関・岐阜の各監獄へ出張。明治三六年十二月

には大臣官房営繕課長となる。

欧米視察の成果は，明治三五年の「欧米監獄建築視

察談｣'0)・「欧米獄舎建築談｣'3)に明らかであるが，そ
の具体的成果が進行中の第一期監獄改築計画に盛り込

まれたと考えるのは容易である。即ち，この期間は奈

【設計活動】

山下はこの間，明治三六年十一月農商務省の新営工

事設計監督嘱託，同三九年の大蔵省の松江税務署関係

新築設計事務嘱託，同年七月の統監府勧業模範場磨舎

等新築工事嘱託なども手掛け，明治四一年課長心得と

なる。

「履歴控」の記述は，明治四二年を境に簡素となり

主として賞与と臨時収入を出所と共にしるしながら大

正十四年まで続く。主な出所を記すと，司法省・衆議

院・内閣・浪速銀行・長崎県磨・小笠原伯爵・長野県

磨・岡山県磨・島津公爵・東京控訴院・貴族院・大阪

控訴院・大蔵省・島津編輯所・日本大学・島津家磯集

成館注'3)・法政大学・議院建築局・弁護士会などであ
る。

図－２７設計報酬記録
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【設計報酬】

「履歴控」の巻末に，明治二五年の樺山子爵麹町西

洋館から同四五年建築学会までの'9件についての設計

報酬がまとめて記録されている。このうち下記の５件

は明らかに監獄の設計報酬である。（図-27）

①埼玉県熊谷監獄設計嘱託・明治29年・報酬四百円

②千葉県監獄設計嘱託・明治3'年・報酬二百五十円

③奈良県監獄設計嘱託・明治32年・報酬三百円

④鹿児島県監獄設計嘱託･明治32年･報酬四百五十円

⑤香川県監獄設計監督・明治34年・報酬二百円

これらは，賞与や民間工事の設計報酬などと同様に

記載されている事から，山下啓次郎個人の収入となっ

たと考えられる。このうち②③④は，第一期監獄改築

計画の三監獄であり残る三箇所の記載はない。

【特定】

山下啓次郎を鹿児島刑務所の設計者であると特定す

るにあたり，その論拠を整理して述べる。

ｌ）「履歴控」が自筆のものであることを所有者が証

明しており，明治三二年に「鹿児島螺監獄の設計を為

し」とあること。

これにより少なく．とも設計行為を行ったことは証明

できる。

２）「報酬として金四百五十円給与」とあること。

設計行為の報酬として450円を受け，これを民間か

ら依託された他の設計の報酬と同じく書き留めている

ことから，個人的な収入になったと考えられる。（明

治三三年十二月の賞与が100円であることから相当の

額であることがわかる｡）

第一期監獄改築計画のすべての設計に組織的に関与

していたとすると，長崎・石川の両監獄の記載がない

のは甚だ不自然である。

即ち千葉・奈良・鹿児島の三監獄については，山下

が直接設計したと考えられる。

３）欧米視察旅行の成果が，鹿児島監獄の設計に反映

されたと考えられること。

前述したように渡航は，明治三四年七月で，第一期

監獄改築計画の着工直後であり，帰国は翌年四月であ

る。鹿児島監獄では，石造の建物で最も早く完成する

のが明治三六年三月の，帰国後約１年後であり，房舎

のほとんどと庁舎が完成するのはさらに五年も後のこ

とになる。資料でもわかる通り，奈良県では設計図も

年次計画で作成されており，その成果を盛り込むに充

分である。

また，建物のデザイン上，特に「表門」の意匠が山

下自ら訪れたと述べ「よくできている｡」と評したベ

ルギーのサン・ジール監獄の門（写真18）や，ペンシ

ルバニア・スタイルの祖形となったフィラデルフィア

東部監獄（写真１９）の門に類似しており，その関連性

の強さを指摘できる。

４）山下が鹿児島で生まれ満九歳まで生活しているこ

とにより，強い地縁があったこと。

５）鹿児島に石材が豊富なことを知っており，その結

果，「地元に産する材料を用いる」という原則もあり，

結果として鹿児島だけが石造になったと考えられるこ

と。

以上の５点をもって，設計者に特定しうると考える。

即ち，鹿児島監獄は，山下啓次郎によって設計され

たと断言してよい。
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【注】

注１）文献１）によれば，1983年時点での石造建築棟

数は180，そのうち重要なものは約半数である。

注２）成果の公表は，学会誌への掲載と，修士論文に

限られ，詳細な平面図等はこれを公表しないと

いうものであった。

注３）昭和61年の実測調査に要した日数は，９０日，述

べ人数は，310名である。

注４）「鹿児島警察史」によると，「鹿児島監獄署」は
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明治36.4「鹿児島監獄｣，大正１１．４「鹿児島

刑務所」と改称された。

注５）小河滋次郎（1863一1925）法学博士，明治22年

来日のゼーバッハの勲陶をうけ，人道主義的な

監獄改築論を推奨した。帝国大学講師をつとめ，

執行猶予論，死刑廃止論などを唱え，執行猶予

論は，一般に受け入れられることとなる。

注６）元鹿児島刑務所看守長

注７）ペンシルバニア・スタイルは，フィラデルフィ

アの連邦東部監獄の設計者ハビランドの名をと

ってハビランド・スタイル，あるいはスター・

システムともよばれる。

注８）米国のオーバルン監獄で採用されたため，オー

バルン方式と呼ばれる。

注９）残された図面の中に寸法の記入されたものは少

ない。

注10）増満義孝氏（注６）による。

注11）「建築雑誌」vol､45544号（昭６．４）には，山

下啓次郎の追悼記事４ページが掲載されている。

この中では山下の官歴についてほぼ同様の記述

がある。

注12）父山下房親は警視庁の創設者川路良利と幼少か

ら親しく自らも警視庁入りする。

注13）島津家磯尚古集成館は，博物館への改修のため

の工事であり，内部改装と，東寄せ部分の増築

工事である。この時，現場で監督にあたった関

直知（技手）は，鹿児島刑務所の建設工事にも

現場監督（工手）として雇用されている。
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